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令和元年10月 19日 (土)午前10時00分～

於 石川県立小松工業高等学校第一体育館
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今わ元年 10月 19日 (上 )10:00～ 10:45

於 石川県立小松工業高等学校第一体育館

1 開式の辞

2 国歌斉唱

31報辞

4悪移
5 祝辞

6 来賓紹介

7 祝電波露

8 実行委員長経過報告及び目録贈呈

9 生徒代表のことば

10校歌斉唱

11 閉式の辞

今和元年 10月 19日 (■ )11:00～ 11:45

於 石川県立小松工業高等学校第―体育館

演題  「蒔絵・中野孝―のわざ」

講師 中野 孝― (なかの・こうヽヽち)民

漆芸家 [人 間国宝/蒔絵 ]

昭か41年 3月 第1口 電気科卒業

今和元年 10月 19日 (上 )12:00～ 12:15

於 石川県立小松工業高等学校第一体育館

和太鼓演奏 サスケ(浅野太鼓 )

ぐ記1念1講演‐》

《アトラクシヨン|》



物故者追悼の黙薦

1 開会の挨拶

2同窓会長挨拶

3学校長挨拶

4来 賓紹介

5来賓祝辞

6感謝状贈呈

開宴の言葉

実行委員長挨拶

同窓会長挨拶

学校長挨拶

来賓祝辞

普通教室大型ディスプИ設置 (60イ ンチ)

クラブ活動等移動用車両購入

同窓会館改修

同窓会名簿発刊

記念繁発Tll(近 10年 史)

今和元年 10月 19日 (■ )16:00～ 17:00

於 ホテルビナリオKOMATSUセントレ

7表彰状贈呈

8議長選出

9議題審議

10議長降壇

11新役員挨拶

12閉会の挨拶

|■■1■■|■■
今和元年 10月 19日 (上 )17:30へ′19:30

於 ホテルビナリオKOMAttSUセ ントレ

6乾杯

7テ早ブルスピーチ

8校歌斉唱

9万歳二唱

10閉宴の言葉

■

'111■

11111111

１

２

３

４

５



沿 革
昭和 14年 4月  石川県立小松工業学校と称し、機械科と電気科を設置し県立小松中学校を仮校舎として開校

)が竣工し移転 同時に第二本科機械科を新設

さを合併 し校名を石川県立小松実業高等学校と改める

i等学校、小松農業高等学校を合併して総合制石川県立小

1     基
三要
==馨

琴芦        ⅢⅢI

標饉 tl菫量冤諄 II
膳茉:53■略晟輌驀詰野轟語群歯校舎晶上発轟
昭禾039年 8月  第46回全国高等学校野球選手権

本
会 (胃

「
甲)|‐ 出場

昭和 40年 4月  商業課程分離により校名を石川県立小松工業高等学校と改める 同時に工業化学科を新設

5月  石川県立小松工業高等学校の新生を記念して同窓会全国大会を開催

学校庭園を整備すると共に同窓会基金を設立

0召和 41年 4月  建築科を新設

8召禾042年 4月  土木科を新設

8召不048年 4月  紡織科を繊維工学科に改称

0召和 55年 7月  創立40周年記念式典挙行及び同窓会全国大会を開催 同窓会館竣工 近 15年史発刊

平成 2年 4用  機械科の募集を停止し機械システム科を新設               ■ |‐ ■1

10月  創立50周年記含式典挙行及び同窓会全国大会を開催 トレーニングセンタ■完成
‐‐

近 10年史発干」‐ |‐   | |・ ■|  _        ‐ ― ■    ●:■
|小|=菱ⅢⅢ坤口釧醸学灘望彗雲富重量言層上しもニーウニ

^:二

義||平成 6年 4月  電子情報科を新設 工業化学科、繊

平成 11年 10月  創立60周年記念式典挙行及び同窓会全国大会を開催 校内LAN整備 近 10年史発刊

平成 12年 8月  第82回全国高等学校野球選手権大会 (甲子園) 出場  ‐ |‐  .‐ |‐■ ‐ | |
平成 16年 11月  高知県立高知工業高等学校と姉妹校提携        ■ ‐・  | |‐ | ‐

 |
平成 17年 10月  石

'1め

崇稜教育振興ビジョン推進事業完了 (校内前歯造畠素装:太蕩晃奥亀多支テム
・

校内

平成20年 4月 霞綴挙う三分t彗2熱菫
ア
瑾塁曇Lび土木科の募集を停止し建重1某轟:i曇|||

平成21年 10月  創立70周年記念式典挙行及び同窓会全国大会を開催 校門新設 近 10年史 発刊

平成25年 4月  機械システム科 機械テク三カル科募集停止 機械科2学級新設 電子情報科募集停止

電気科 1学級増設 建築土木科及びマテリアル科募集停止 建設科 材料化学科新設
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